
 

 

白馬インターナショナルスクールについて 

 

〈認可事項〉   私立各種学校の設置（２次審査） 

 

１ 設置の趣意   別紙のとおり 

 

２ 学校概要 

（１）目   的  教育基本法及び学校教育法に基づき、国内外の生徒を対象に、心身と

もに健康で持続可能な未来を築ける人間を育成することを目的とする。 

（２）名   称 白馬インターナショナルスクール 

（３）位   置 北安曇郡白馬村大字北城１１２９０－１ 

（４）開設の時期  令和６年４月１日 

（５）設 置 者  北安曇郡白馬村大字北城１１２９０－１ 

          準学校法人 白馬インターナショナルスクール（仮称） 

          理事長   草本 朋子 

（６）校   長  クリス・バーム 

     略 歴   

         2004 年～2013 年 

         Spark（サンフランシスコ 若者・学生支援の非営利団体）の共同創業、

CEO 着任 

・６都市、5,000 人以上の学生を支援し、中退率の減少に顕著な効果を

示す成果をあげた。 

・Spark での功績を認められ、社会起業家の世界的な賞であるアショカ・

フェローシップ・アワードを 2010 年に受賞した。 

2014 年～2020 年 

Millennium School（サンフランシスコ 私立学校）の共同創業者、初代

学校長 

・発達科学を利用した私立中学校（independent school＝運営財源を国、

地方公共団体等に頼らない独立した私立学校）をサンフランシスコで

開学し、組織編制から運営、大学とのパートナーシップ構築等に尽力

した。 

・同校は思春期の生徒の教育の再構築モデルとして高い評価を受け、保

護者向けイベントの開催をはじめ、米国内外から多数の教育関係者の

視察受入、日本を含む国内外での教育者向け研修の実施などを通じて、

ミレニアム中学校の教育手法の周知・普及に努めた。 

 

７ 学校概要 

（１）課程等 

昼夜別 分野・課程 設 置 学 科 修業年限 入学定員 収容定員 

昼間部  プロジェクト科 ４年 
２０人 

～３０人 
９０人 

 

 

 

資料３ 



 

○生徒確保見込 

対象学年（※） ７年生 ８年生 ９年生 10 年生 合計 

令和５年度      

令和６年度      

令和７年度      

令和８年度      

（※）中学１年生相当からの入学受入れを行うため、小学校に相当する課程は修了している

ものとして学年は７年生から学則で設定。 

令和５年度の人数は令和４年９月から運営しているフリースクールの在籍生の数。 

 令和６年度以降の入学生の見込については、令和５年度の在籍生の進級（持ち上がり）に

加え、外部からの入学受入数について、学校の選考方針及び最大の入学契機となるサマース

クールの申込実績を踏まえて設定。 

＜令和５年度サマースクール参加申し込み実績＞ 

現学年 小４ 小５ 小６(7 年) 中１(8 年) 中２(9 年) 中３他(10 年)  

入学年度 令和８年度 令和７年度 令和６年度 令和６年度 令和６年度 令和６年度  

人数        

  

 

 海外からの生徒募集に注力し、専門知見を有する人材を法人職員として採用する意向。 

 

（２）教職員 

組 織 
職 種 校 長 

教員・ 

講師 

 
職員 

うち専任 

計 画 １ ９ ９ ２ 

基 準 ３ － － 

（３）校 地 校舎敷地  ６，５１７．８２㎡ 南校舎敷地：2214.78 ㎡（自己所有） 

北校舎敷地：4303.04 ㎡（借家） 

（４）校 舎 校舎面積 １０２０．１㎡ （基準面積 １１５．７０㎡） 

 構造 南校舎 木・鉄筋コンクリート造 地上３階建 

    北校舎 地下ＲＣ造、１・２階木造（借家） 

※補足・特記事項 

（１）北校舎について、国外の民間法人の所有物件（旧リゾートペンション）を 2027 年度ま

で賃借（更新不可だが、再契約は可能。）して使用する。当県の「私立学校等の設置等に

関する審査基準」において、「小学校・中学校の修学年齢に相当する生徒を対象とした外

国人学校（各種学校に限る。）の施設」である場合のみ、自己所有または地方公共団体の

所有によるものでなくとも認可することができるため、本規定に基づき認可対象となる。 

   高等学校１年生相当の授業（使用校舎）は、土地、建物ともに自己所有である南校舎

において実施する。                                     

○私立学校の設置等に関する審査基準 

 第１、４、（１） 

「施設（校地及び校舎等の構築物をいう。）及び設備は、設置者の自己所有であること。

ただし、次に掲げる場合はこの限りでないこと。」 

ウ「ア及びイに掲げるもののほか、小学校・中学校の就学年齢に相当する生徒を対象と

した外国人学校（各種学校に限る。）の施設についての借用であることが確実である

場合」 

（２）各種学校であるため、一条校の教育課程は適用されないが、学則で定める課程におい

て設定のある「体育」については、校地内の芝生校庭（運動場）、近隣体育館、ウィンタ

ースポーツについて白馬岩岳バレーの使用（貸借）により対応する。 



 

  （既にフリースクールでの利用実績があるため、継続して利用が可能。） 

８ 開設費 

（１） 学校設置に要する経費  

科  目 金 額（千円） 備 考 

校地（校舎敷地）   

校舎   

教具、校具、設備  

校具：１４７点 

教具：５４点 

備品：４１点 ほか図書 

その他の支出   

合  計   

（２） 財源の調達方法 

法人現金預金  

 

９ 経費及び維持方法 

   授業料、入学金及びその他納付金等を財源として維持運営する。 

 ただし、収入不足を生じた時は設置者においてこれを補う。 

 

10 授業料等（初年度納付金） 

区分 プロジェクト科 

授業料（7-9 年生） ３，４００，０００円 

〃（10 年生） ３，８５０，０００円 

入学金 
３００，０００円（国内・在留資格保有者） 

５００，０００円（在留資格未保有者） 

施設設備費 ４００，０００円 

入学検定料 ２５，０００円 

初年度納付金計 

（10 年生の場合） 

４，１２５，０００円～４，３２５，０００円 

（４，５７５，０００円～４，７７５，０００円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

11 収支計画 

（１） 令和６年度収支予算 

区分 科目 金額（千円） 積算根拠 

収入 入学金   

授業料   

施設整備費   

入学検定料   

寄附金・補助金   

寮費収入   

雑収入   

前期繰越金   

収入計   

支出 人件費   

教育研究費   

奨学費支出   

管理経費   

寮費   

研修、その他支出   

積立額   

次期繰越金   

支出計   

収支差額   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（２） 令和７年度収支予算 

区分 科目 金額（千円） 積算根拠 

収入 入学金   

授業料   

施設整備費   

入学検定料   

寄附金・補助金   

寮費収入   

雑収入   

前期繰越金   

収入計   

支出 人件費   

教育研究費   

奨学費支出   

管理経費   

寮費   

研修、その他支出   

積立額   

次期繰越金   

支出計   

収支差額   

 

 

 

 

（２）準備が必要な自己資金 

＜私立学校等の設置等に関する審査基準＞ 

  小学校・中学校の修学年齢に相当する生徒を対象とした外国人学校（各種学校に限

る）について、市町村が当該学校の設置を要望しており、設置された学校の経営に著

しい支障が生じた場合に、当該学校に在学する者の適切な就学を維持することができ

るよう、転学の斡旋等の措置を講ずることを明確にしている場合には、開設年度の経

常経費の６分の１に相当する額を保有していること。 

（私立学校等の設置等に関する審査基準 第１、７、（３） ） 

開設年度の経常的経費（A） 
開設時に保有が必要な現預金 

（B＝A×1/6） 
自己資金（C） 

   

 

 

 

 

 

 


